
2015年ネパール大地震募金 開始！

－ネパールでは、地震による混乱で
通常の生活が危機に陥っています－

ルンビニ寺子屋で真剣なまなざしで学ぶ
子どもたち（地震前）

アマラプール寺子屋周辺の様子

ネパール地震 被災者支援にご協力ください

現地からの進捗情報は、
ホームページ（http://www.unesco.or.jp/）や
フェイスブック（https://www.facebook.com/unesco.or.jp）にて
ご報告します。

■■募金先■■ 郵便局の下記の口座まで

記号番号：00190-4-84705
加入者名：公益社団法人日本ユネスコ協会連盟
（通信欄に「ネパール地震」とご記載ください。なお、手数料は無料です。）

※日本ユネスコ協会連盟への寄附金は、寄附金控除等の対象となります。



公益社団法人日本ユネスコ協会連盟（※1）は、2002年から現地の
NGO・ノンフォーマル教育ナショナルリソースセンター（NRC-NFE）を

パートナー団体とし、ネパールでの識字教育支援「世界寺子屋運
動」（※2）を実施してきました。
現在は、カトマンズ周辺のバクタプール郡に1軒、ラリットプール郡に
3軒、また南部ルンビニ県の12軒の寺子屋で活動を実施しています。

2015年4月25日に発生したマグニチュード7.8の大地震で、カトマン

ズ市近郊の寺子屋地域は大きな被害を受け、地域のコミュニティセ
ンターとしての役割を担う寺子屋では、住民から大きな役割を果た
すことが期待されています。

現在、NRC-NFEにて、寺子屋地域のニーズ調査を実施しています。
当面は、ネパール世界寺子屋運動で支援を行っているカトマンズ地域の4つの寺子屋の学習者やその地
域の人びとを支援します。現在は、家が倒壊した世帯のシェルター（簡易住宅）を中心に展開中です。

チッタポール寺子屋
近郊住民へのヒアリング調査

シディプール寺子屋
避難先として住民に利用されています

チッタポール寺子屋
収入向上クラス学習者の自宅

ネパール地震 被災者支援にご協力ください

■■募金先■■ 郵便局の下記の口座まで
記号番号：00190-4-84705
加入者名：公益社団法人日本ユネスコ協会連盟
（通信欄に「ネパール地震」とご記載ください。なお、手数料は無料です。）
※日本ユネスコ協会連盟への寄附金は、寄附金控除等の対象となります。

※2 世界寺子屋運動

世界には、働かなければならなかったり学校が近くになかったりして、学校に行けない
子どもが、5,700 万人もいます。そして学校に行けずに大人になり、文字の読み書きが
できない人が7 億7,400 万人もいます。世界寺子屋運動は、このような子どもたちや大
人が「学びの場=寺子屋」で読み書きや算数を学べるように、教育の機会を提供する運
動です。

ネパールでは、ルンビニ県ルパンデヒ郡、カピルバストゥ郡の12村、ラリットプール郡、
バグタプール郡の4地域を対象に寺子屋運動を展開しています。ネパールは、1989年、
世界寺子屋運動の立ち上げ当初から、支援を継続している国の一つ。日本ユネスコ協
会連盟は、1996年よりNRC-NFEの活動支援を開始し、現在も支援を継続しています。

※1 公益社団法人日本ユネスコ協会連盟

「戦争は人の心の中で生まれるものであるから、
人の心の中に平和のとりでを築かなければなら
ない」（UNESCO憲章前文より）

日本ユネスコ協会連盟は、UNESCO憲章の理念
にもとづき、国際平和と人類共通の福祉の実現
を目指し、識字教育支援「世界寺子屋運動」や、
「世界遺産活動」、「東日本大震災 子ども支援募
金」など多様な活動を推進しています。

ルンビニ寺子屋で学ぶ子どもたち
（地震前）


